
場　所

主催者(事務局) 司会者

議　題 (配布資料)

報告事項 ・次第

　　・第４回脱炭素先行地域づくり事業の採択結果について ・会議資料

　　・活動について

　　・重点対策加速化事業について

　・今後の脱炭素化について

決定事項

次回への検討

事項

次回開催 　(日時） (場所) 未定未定

(議題)

　協議事項

なし

確認・検討事項 ・第４回脱炭素先行地域の不採択を受けて今後、東御市の脱炭素化をどのように進める

　べきか。

出席者(敬称略)

別紙「出席者名簿」のとおり

（傍聴人２名）

欠席者(敬称略) 別紙「出席者名簿」のとおり

第２回 東御市脱炭素化事業推進協議会

開催日時

令和５年11月27日（月）

午後３時30分～午後４時30分

勤労者会館２階　大会議室

市民生活部　生活環境課 中村　昌彦（生活環境課長）

議　事　録

会議等の名称



１．開会

２．あいさつ

３．報告事項

木下副会長

４．協議事項

・今後の脱炭素化について

　（会議資料14ページに沿って説明）

・東御市の提案は相手に何を掴ませるのかが明確になっていなかった。

　の方にどう見られるのかを意識する必要があった。

　また、ペレット化するのに費用がかかる。チップを活用したほうがコスト

　木下副会長 協議事項について、ご意見等があればお願いしたい。

・日照時間が長いという地域特性を活かしたアジェンダにしていくべき

・バイオマス植物については誰がやるかが重要である。

委員 ・バイオマス植物について、費用の比較だけではなく、CO₂の削減量など

　を抑えられるかもしれない。

　環境負荷の観点でも比較を行うべきである。

・今後どのように進めていくべきかのアジェンダが必要である。

（３）重点対策加速化事業について

　もののほうがかなり良くなっている印象を受けた。取組みが多くなった

　ことで、包括的になってしまった印象も受けた。採択されるためには外部

田中主査 　（会議資料11～13ページに沿って説明）

報告事項について、ご意見等があればお願いしたい。

　委員 ・脱炭素先行地域応募に関しては、第３回目の計画提案書より第４回目の

　（会議資料９ページに沿って説明）

原田主査 ・ドキュメンタリー映画の上映について

　（会議資料10ページに沿って説明）

廣田主査 ・YouTube広告について

　（会議資料８ページに沿って説明）

田中主査 ・とうみエコドライブ講習会について

（２）活動について

原田主査 ・バイオマス植物視察研修について

　（会議資料４～７ページに沿って説明）

副会長 （報告事項）

（１）第４回脱炭素先行地域づくり事業の採択結果について

原田主査 　（会議資料１～３ページに沿って説明）

中村課長 （開会）

木下副会長 副会長（会長代理）あいさつ

花岡市長 花岡市長あいさつ

討議内容及び経過 (発言者名)

　である。

委員 ・グランドデザインがわかる１枚の絵のようなものがあったほうがよい。

原田主査



　中村課長

　委員

　花岡市長

　委員

５．その他 　原田主査

６．閉会 中村課長

討議内容及び経過

　委員

　ようなものがあったほうがよいのではないか。

・子どもに対する教育の取組みが入っていないので入れてほしい。

　を描いていくことが必要だと考える。

・市全体でどのように取り組んでいくのか、市が先導的にグランドデザイン

(発言者名)

・グランドデザインは地球温暖化対策地域推進計画に明記している。

　一般住宅での太陽光発電設備の設置目標など具体的な取組み目標の記載

・リグニンについて市長会等で話が出ることがあるが、林業からCO₂削減

　もある。

・誰が見てもわかりやすい、推進計画をビジュアル化したパンフレットの

（閉会）

　を考えていく機会が増えている。積極的に関わっていくことが重要と

　考えている。

（分科会の会場案内）


